
 

  

【令和４年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ３ 年 令 和 ４ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種 2 247  243 -4 -1.6％ 

製 造 業 2 51  39 -12 -23.5％ 

建 設 業  33  27 -6 -18.2％ 

道路貨物運送業  8  16 +8 +100.0％ 

林 業  5  5 ±0 ±0.0％ 

小 売 業  32  46 +14 +43.8％ 

社 会 福 祉 施 設  33  35 +2 +6.1％ 

旅 館 業  20  16 -4 -20.0% 
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【全産業・事故の型別】

令和3年 令和4年

令和４年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
確 定 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和４年（確定値）の休業４日以上の死

傷者数（新型コロナウイルス感染症に

係る疾病者を除く。）は図表のとおり、

死亡者数は０人、休業４日以上の死傷

者数は 243 人です。 

 全業種合計では、４人、1.6％の減少

となり、業種別では製造業及び建設業

では減少となっているものの、道路貨

物運送業、小売業などで大きく増加し

ています。また、業種をさらに細かく

見ると、製造業の中でも食料品製造業

では増加しており、建設業の中でも土

木工事業では増加しています。 

 管内では令和４年は死亡者０人を達

成しており、令和５年も死亡者は発生

していませんでしたが、県内では今年

に入り死亡災害が急増し、３月９日付

で三重労働局長名で「労災死亡事故 

非常事態宣言」が発出されました。 

 今年度も引き続き安全確保にご協力

をお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和３年 令和４年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
４ 月 号 



 令和４年に引き続き、令和５年も死亡災害ゼロと死傷災害１９０人未満を目指し、アン

ダー１９０運動を実施いたします。様々な活動を行ってまいりますので、引き続き、労働

災害の減少に、皆様ご協力をお願いいたします。 

  
 
 

 

 

令和５年死亡災害ゼロ・アンダー１９０伊勢推進運動の策定について 



 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  53  63 +10 +18.9％ 

製 造 業  9  11 +2 +22.2％ 

建 設 業  5  8 +3 +60.0％ 

道路貨物運送業  1  2 +1 +100.0％ 

林 業  2  2 ±0 ±0.0％ 

小 売 業  9  9 ±0 ±0.0％ 

社 会 福 祉 施 設  8  7 -1 -50.0％ 

旅 館 業  6  9 +3 +50.0% 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
４ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、鳥

羽市、志摩市、度会郡）における令和４

年（確定値）の休業４日以上の死傷者数

（新型コロナウイルス感染症に係る疾病

者を除く。）は図表のとおり、死亡者数

は０人、休業４日以上の死傷者数は 63

人です。 

 全業種合計では、10人、18.9％の大幅

増となり、4月の 1か月で 37 件もの休業

4日以上の労働災害が報告されていま

す。業種・事故の型別においても全体的

に件数が増加しており、この労働災害増

加に歯止めをかける必要があります。 

 令和５年度は第 14 次労働災害防止計

画の初年度です。三重労働局では「死亡

災害ゼロ」を目指し、14次防期間中の死

亡者数を５％以上減少（71 人以下）さ

せ、死傷者数 2,000 人未満（「アンダー

2,000」）を目指し、死傷者数を 2022 年

と比較して 2027 年までに減少に転ずる

（2,316 以下に減少させる。）こととして

います。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
５ 月 号 



  

 伊勢労働基準監督署では、令和４年から地元サッカーチームである FC.ISE-SHIMA と労働

災害防止に関する協定を締結し、職場のパトロールの実施等を行ってきました。 

 当該取組の一環として、伊勢労働基準監督署は、FC.ISE-SHIMA 選手に企業・ファンの皆

様に労働災害防止の周知啓発を進めていただく「SAFE サポーター」に就任していただくた

め、令和５年５月 18 日に「SAFE サポーター養成研修」を伊勢フットボールヴィレッジにて

実施しました。 

 研修内では、伊勢労働基準監督署の安全衛生課長である佐藤が、協定の趣旨、労働災害

と労働災害防止対策の歴史、墜落・転落災害と行動災害（転倒・腰痛災害等）を防止するた

めの対策の違い、熱中症対策などについて学びました。 

 選手の皆様には、今後 SAFE サポーターとして、自らが勤める事業場内のみならず、
FC.ISE-SHIMAの活動を通じ、一般の方々にも労働災害防止を労使の協力により実現する
ための取り組みを周知していただく予定です。 

 
 

FC.ISE-SHIMA 選手に対し、ＳＡＦＥサポーター養成研修を実施 



 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  76  82 +7 +9.2％ 

製 造 業  11  16 +5 +45.5％ 

建 設 業  13  12 -1 +7.7％ 

道路貨物運送業  3  3 ±0 ±0.0％ 

林 業  2  2 ±0 ±0.0％ 

小 売 業  13  11 -2 -15.4％ 

社 会 福 祉 施 設  10  10 ±0 ±0.0％ 

旅 館 業  8  9 +1 +12.5% 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
５ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、鳥

羽市、志摩市、度会郡）における令和４

年（確定値）の休業４日以上の死傷者数

（新型コロナウイルス感染症に係る疾病

者を除く。）は図表のとおり、死亡者数

は０人、休業４日以上の死傷者数は 82

人です。 

 全業種合計では、７人（9.2％）の増

加となり、業種別では製造業が、事故の

型では墜落・転落、切れ・こすれ、動作

の反動・無理な動作が増加しています。 

 このうち、墜落・転落災害について

は、階段・高所での転倒により墜落・転

落したといった、その性質としては転倒

災害に近いものが大半となっています。 

 ７月１日から７月７日は全国安全週間

であり、また７月は墜落防止強調月間で

もあります。 

 近年の墜落災害は建設業における足場

からの墜落よりも、トラックの荷台、ハ

シゴ・脚立、階段など様々な業種で発生

しうるものが中心となっています。 

 そのため、全ての業種において墜落・

転落災害を防止するための取組にご協力

をお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
６ 月 号 



 

 伊勢労働基準監督署では、令和５年６月

２７日（火）に、伊勢労働基準協会との共

催により、一日労働基準監督署長による職

場パトロールを実施しました。 

 一日署長には地元サッカークラブであ

る FC.ISE-SHIMA の理事長兼監督である小

倉隆史氏が就任し、横浜ゴム株式会社三重

工場（伊勢市御薗町高向 1038 番地）におい

て同社に雇用される選手３人とパトロー

ルを実施しました。 

 また、当日は FC.ISE-SHIMA の選手に対す

る、令和５年度の SAFE サポーター就任式

も併せて実施しました。 

 パトロールでは、小倉一日署長が横浜ゴ

ム株式会社大楽工場長から、トラック用の

タイヤを製造する工程について案内を受

け、選手が工程を実演しながら機械の安全

装置、緊急停止装置、熱中症防止のスポッ

トクーラー、転倒防止

措置などの設備を確

認しました。 

 また、SAFE サポータ

ーとなった選手らは、

危険箇所の確認を行

い「消火器の設置場所

が頭を打ちかねない

場所である」、「製造現

場のステージから踏

み外して墜落する危

険性がある」、「配電ケ

ーブルの架線に引っ

かかって断線・感電す

る危険性がある」など

の指摘を行いました。 

 

一 日 署 長 に よ る パ ト ロ ー ル を 実 施 し ま し た 

 
挨拶をする小倉一日署長 

製造工程を見せる及川選手と小倉一日署長 



 

 

 

 

 講評においては、小倉一日署長から、「選手が働く現場の安全管理がしっかりとな

されていて安心した」、「転倒や腰痛の災害が多いと聞いて、昨年度ストレッチ動画を

作成した。今年度も新しい動画を作成しているので活用してほしい」との話がありま

した。 

 伊勢労働基準監督署では、昨年度から FC.ISE-SHIMA と連携し、転倒・腰痛災害防

止の体操動画の作成など、労働災害防止のための取り組みを行っています。今年度も

新たな動画の作成、イベントの実施などにより、様々な方への労働災害防止の周知啓

発を行ってまいりますので、よろしくお願いいたします。 

左上:消火器の設置場所について指摘する及川選手 
右上:ステージからの墜落について指摘する伊藤選手 
左下:配電の架線箇所について指摘する中岡選手 
右下:講評を行う小倉一日署長 



 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  98  107 +9 +9.2％ 

製 造 業  14  20 +6 +42.9％ 

建 設 業  13 1 16 +3 +23.1％ 

道路貨物運送業  3  3 ±0 ±0.0％ 

林 業  2  2 ±0 ±0.0％ 

小 売 業  19  16 -3 -15.8％ 

社 会 福 祉 施 設  18  12 -6 -33.3％ 

旅 館 業  9  9 ±0 ±0.0％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
６ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、鳥

羽市、志摩市、度会郡）における令和４

年（確定値）の休業４日以上の死傷者数

（新型コロナウイルス感染症に係る疾病

者を除く。）は図表のとおり、死亡者数

は１人、休業４日以上の死傷者数は 107

人です。 

 管内で約２年ぶりとなる死亡災害が発

生してしまいました。業務中の交通事故

によるものであり、どの業種でも発生す

る可能性のあるものです。皆様安全運転

にお気を付けいただきますようお願いい

たします。 

 死傷災害は全業種合計では、９人

（9.2％）の増加となり、業種別では製

造業・建設業が、事故の型では墜落・転

落が大幅に増加しています。 

 近年の墜落災害は足場などからの墜落

よりも、トラックの荷台、ハシゴ・脚

立、階段など様々な業種で発生しうるも

のが中心となっています。 

 そのため、全ての業種において墜落・

転落災害を防止するための取組にご協力

をお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
７ 月 号 



 

 
 

 令和５年６月は伊勢労働基準監督署管内で約２年ぶりとなる死亡災害が発生してしまいました。

業務中の交通事故によるものであり、どの業種においても発生しうるものです。 

 交通労働災害防止のために、労働者は安全運転を心掛けるとともに、使用者は「交通労働災害防

止のためのガイドライン」を基に対策等を講じていただきますようよろしくお願いいたします。 

 なお、三重県においてはセーフティプラザみえ（三重県交通安全研修センター：津市垂水 2566

番地 運転免許センター4階）で、交通安全研修（無料）や交通安全 DVD の貸出を受けることがで

きますので、こちらのご利用も検討をお願いいたします。 
 

 

１ 昇降設備の設置及び保護帽の着用が必要な貨物自動車の範囲を拡大 

施行日：令和５年 10 月１日 

 現在、最大積載量５トン以上の貨物自動車について、昇降設備の設置義務及び荷役作業を行う労

働者に保護帽を着用させる義務が規定されているところ、それらの義務の対象が２トン以上のもの

に拡大されます。 

※なお、保護帽を着用させる義務の拡大については、荷台の側面が構造上開閉できるもの等、昇降設備が備えら

れている箇所以外の箇所で荷役作業が行われるおそれがあるものや、テールゲートリフターが設置されているも

の（テールゲートリフターを使用するときに限る。）となります。 

２ テールゲートリフターによる荷役作業についての特別教育を義務化 

施行日：令和６年２月１日 

 荷役作業に使用されるテールゲートリフターは、その構造及び特性に起因する労働災害のリスク

が存在するため、その機能や危険性を意識し、安全な作業方法を身に付けた上で作業を行う必要が

あることから、テールゲートリフターの操作の業務に特別教育を行うことが必要となります。 

「貨物自動車における荷役作業時の墜落・転落防止対策の充実に係る労働安全衛生規則の一部

を改正する省令及び安全衛生特別教育規程の一部を改正する件の施行について」 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T230411K0010.pdf 

 

 

１ 一側足場の使用範囲が明確化されます 

施行日：令和６年４月１日 

 幅が 1 メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を使用することが

必要になります 

２ 足場の点検時には点検者の指名が必要になります 

施行日：令和５年 10 月１日 

 事業者及び注文者が足場の点検（つり足場を含む。）を行う際は、あらかじめ点検 

者を指名することが必要になります。 

３足場の組立て等の後の点検者の氏名の記録・保存が必要になります 

施行日：令和５年 10 月１日 

 足場の組立て、一部解体、変更等の後の点検後に、点検者の氏名を記録・保存する 

ことが必要になります。 

交 通 労 働 災 害 を 防 止 し ま し ょ う 

荷 役 作 業 の ル ー ル が 変 わ り ま す 

足 場 の ル ー ル が 変 わ り ま す 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T230411K0010.pdf


 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  120  122 +2 +1.7％ 

製 造 業  17  22 +5 +29.4％ 

建 設 業  14 1 18 +4 +28.6％ 

道路貨物運送業  5  3 -2 -40.0％ 

林 業  2  2 ±0 ±0.0％ 

小 売 業  23  18 -5 -21.7％ 

社 会 福 祉 施 設  21  13 -8 -38.1％ 

旅 館 業  11  12 +1 +9.1％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
７ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢

市、鳥羽市、志摩市、度会郡）にお

ける令和４年（確定値）の休業４日

以上の死傷者数（新型コロナウイル

ス感染症に係る疾病者を除く。）は

図表のとおり、死亡者数は１人、休

業４日以上の死傷者数は 122 人で

す。 

 死傷災害は全業種合計では、２人

（1.7％）の増加となり、業種別で

は製造業・建設業が、事故の型では

墜落・転落が大幅に増加していま

す。 

 ７月度は災害報告件数の伸びが鈍

化しましたが、依然として昨年を超

える死傷者が発生しています。 

 ９月は全国衛生週間の準備月間で

す。一年の残り三分の一、職場で労

働災害を発生させないよう、職場環

境を整え、職場の安全衛生意識を高

めるよう努めてください。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
８ 月 号 



 

 
 

 

 

 全国衛生週間は、労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する国民の意識を高め、

職場での自主的な活動を促して労働者の健康を確保することなどを目的に、昭和 25 年から毎年実

施しており、今年で 74 回目になります。毎年、９月１日から 30 日までを準備期間、10 月１日か

ら 10 月 7 日を本期間とし、様々な取り組みを行います。 

 令和５年度の全国労働衛生週間は令和５年 10 月１日（日）から７日（土）まで、今年のスロー

ガンは、 

「目指そうよ二刀流 こころとからだの健康職場」 

となっています。 

 今年は、下記の「新たな化学物質規制」についていくつもの規定が施行されており、幅広い業種

について、「新たな化学物質規制」による対策が必要になっています。 

 この機会に、「新たな化学物質規制」についても取りこぼしがないかご確認いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 令和５年４月１日及び令和６年４月１日から、「新たな化学物質規制」が始まっています。 

 国が危険性・有害性を確認した約 2,900 物質が順次「リスクアセスメント対象物質」に指定され

（現在は 674 物質）、これらの物質を製造、取扱い又は譲渡提供を行う事業場ごとに「化学物質管

理者」を選任したうえ、「リスクアセスメント」を実施し、これに応じたばく露対策等を行う必要

があります。 

 従来の化学物質規制よりかなり幅広い範囲が規制の対象になっています。下記リンク先の資料等

をご確認いただき、不明な点があれば伊勢労働基準監督署（0596-28-2164）または下記無料相談窓

口にご相談ください。 

 

 「化学物質による労働災害防止のための新たな規制について」 

   https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_25984.html 

 
 
 「化学物質管理対策に関する無料相談窓口」（受託先：テクノヒル（株）） 
 開設期間：令和 5年 4 月 3 日(月)～令和 6年 3 月 18 日(月) 

 受付時間：平日 10：00～17：00（12：00～13：00、祝日、年末年始を除く） 

 TEL：050-5577-4862 

令 和 ５ 年 度 「 全 国 労 働 衛 生 週 間 」 

準 備 月 間 が 始 ま り ま す 

「 新 た な 化 学 物 質 規 制 」 に つ い て 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_25984.html


 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  143 1 140 -3 -2.1％ 

製 造 業  22  23 +1 +4.5％ 

建 設 業  16 1 19 +3 +18.8％ 

道路貨物運送業  9  4 -5 -55.6％ 

林 業  2  3 +1 +50.0％ 

小 売 業  25  22 -3 -12.0％ 

社 会 福 祉 施 設  22  15 -7 -31.8％ 

旅 館 業  13  13 ±0 ±0％ 

16

42

9

3
5

7

14

6

12

25

4

31

36

6
3 4

2
5

10
14

20

9

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

墜
落
・転
落

転
倒

激
突

飛
来
・落
下

崩
壊
・倒
壊

激
突
さ
れ

は
さ
ま
れ

巻
き
込
ま
れ

切
れ
・こ
す
れ

交
通
事
故

動
作
の
反
動

無
理
な
動
作

左
記
以
外

【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
８ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢

市、鳥羽市、志摩市、度会郡）にお

ける令和４年（確定値）の休業４日

以上の死傷者数（新型コロナウイル

ス感染症に係る疾病者を除く。）は

図表のとおり、死亡者数は１人、休

業４日以上の死傷者数は 140 人で

す。 

 死傷災害は全業種合計では、３人

（2.1％）の減少となり、３月以来

５か月ぶりに死傷災害発生件数が昨

年を下回っています。 

 業種別では製造業・建設業・林業

が、事故の型では墜落・転落災害が

大幅に増加しています。 

 10 月は全国衛生週間です。残り

四半期、職場で労働災害を発生させ

ないよう、職場環境を整え、職場の

安全衛生意識を高めるよう努めてく

ださい。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
９ 月 号 



 
 

 

 全国衛生週間は、労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する国民の意識を高め、

職場での自主的な活動を促して労働者の健康を確保することなどを目的に、昭和 25 年から毎年実

施しており、今年で 74 回目になります。毎年、９月１日から 30 日までを準備期間、10 月１日か

ら 10 月 7 日を本期間とし、様々な取り組みを行います。 

 令和５年度の全国労働衛生週間は令和５年 10 月１日（日）から７日（土）まで、今年のスロー

ガンは、 

「目指そうよ二刀流 こころとからだの健康職場」 

となっています。 

 

 

 

 

 令和５年 10 月 1 日より、トラックでの荷役作業時の昇降設備の設置義務の拡大、保護帽の着用

義務対象の拡大が施行されます。 

 ２トン以上のトラックではほぼ全ての荷役作業において昇降設備の設置、保護帽の着用が必要と

なりますので、運送会社をはじめとしたトラックを利用するすべての事業者の皆様で、まだ対応を

済まされていない方は、急ぎ対応をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 度 「 全 国 労 働 衛 生 週 間 」 

ト ラ ッ ク で の 荷 役 作 業 時 に お け る 

安 全 対 策 が 強 化 さ れ ま す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年 10 月 1 日より、足場の点検時には点検者の氏名・記録・保存が義務化されます。 

 対応を済まされていない事業者の皆様は急ぎ対応をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足 場 の 点 検 義 務 が 強 化 さ れ ま す 



 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  161 1 159 -2 -1.2％ 

製 造 業  26  27 +1 +3.8％ 

建 設 業  18 1 20 +2 +11.1％ 

道路貨物運送業  10  4 -6 -60.0％ 

林 業  3  5 +2 +66.7％ 

小 売 業  29  29 ±0 ±0％ 

社 会 福 祉 施 設  24  16 -8 -33.3％ 

旅 館 業  14  13 -1 -7.1％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
９ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和４年（確定値）の休業４日以上の死

傷者数（新型コロナウイルス感染症に

係る疾病者を除く。）は図表のとおり、

死亡者数は１人、休業４日以上の死傷

者数は 159 人です。 

 死傷災害は全業種合計では、２人

（1.2％）の減少となり、先月に引き続

き死傷災害発生件数が昨年を下回って

いますが、有意な減少ではありませ

ん。 

 業種別では製造業・建設業・林業

が、事故の型では墜落・転落災害が大

幅に増加しています。 

 11 月は過重労働解消キャンペーン月

間です。過重労働はメンタル疾患につ

ながるだけでなく、集中力の減少など

による労働災害にもつながります。 

 長時間労働を削減し、健康・安全な

職場体制を構築していただくよう、よ

ろしくお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
１０月号 



 
 

 

 過労死等防止対策については、過労死等防止対策推進法（平成 26 年法律第 100 号）及び「過労

死等の防止のための対策に関する大綱」（平成 27 年７月 24 日策定、令和３年７月 30 日変更）に基

づき取組を行ってきました。しかしながら、過労死等の件数は近年高止まりの状況にあり、また、

平成 31 年４月１日から順次施行されている時間外労働の上限規制が令和６年４月１日から工作物

の建設の事業、自動車運転の業務、医業に従事する医師等にも適用されることから、引き続き、企

業への法制度のきめ細かな周知等を通じ、長時間労働の削減等の過重労働解消に向けた機運の醸成

を行う必要があります。 

 このため、厚生労働省では、「過労死等防止啓発月間」の一環として「過重労働解消キャンペー

ン」を 11 月に実施し、長時間労働の削減等の過重労働解消に向けた取組を推進するため、使用者

団体・労働組合への協力要請、リーフレットの配布などによる周知・啓発等の取組を集中的に実施

します。 

実施期間 令和５年 11 月１日（水）から 11 月 30 日（木）までの１か月間 

 

 当署においては、ホームページ掲載のとおり、「過重労働・メンタルヘルス対策研修会」を実施

いたします。過重労働による健康障害を防ぐため、ぜひともご参加ください。 

1 開催日時 （1）令和 5年 11 月 13 日（月）13:30～16:00 

       （2）令和 5年 11 月 16 日（木）13:30～16:00 

       （両日で講師が異なりますが、講習の項目は同一のものです。） 

2 開催場所 伊勢市生涯学習センター いせトピア 3階研修室 

（伊勢市黒瀬町 562 番地 12 TEL：0596－21－0900） 

 

過重労働の相談窓口の設置 

 11 月１日（水）から 11 月７日(火）までを過重労働相談受付集中期間とし、全国の都道府県労

働局・労働基準監督署相談等の窓口において、労働相談と労働基準関係法令違反が疑われる事業場

の情報を積極的に受け付けています。（11 月４日（土）、５日（日）は、労働条件相談ほっとライン

【委託事業】のみの受け付けとなります。） 

 また、11 月３日（金）に、「過重労働解消相談ダイヤル」を設置し、特別労働相談を実施します。 

  《過重労働解消相談ダイヤル》       

            なくしましょう 長い残業 

    電話番号：０１２０－７９４－７１３（フリーダイヤル） 

    実施日時：令和５年 11 月３日（金）９：00～17：00 

    労働基準監督官が、相談に対する助言を行います。 

  《労働条件相談ほっとライン【委託事業】》 

     ０１２０－８１１（はい！）－６１０（ろうどう）（フリーダイヤル）  

    （相談受付時間：月～金 17：00～22：00、土日・祝日９：00～21：00） 

    https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/lp/hotline/ 

令 和 ５ 年 度 「 過 重 労 働 解 消 キ ャ ン ペ ー ン 」 

https://www.check-roudou.mhlw.go.jp/lp/hotline/


 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  168 1 180 +12 +7.1％ 

製 造 業  28  32 +4 +14.3％ 

建 設 業  18 1 24 +6 +33.3％ 

道路貨物運送業  10  6 -4 -40.0％ 

林 業  3  5 +2 +66.7％ 

小 売 業  31  32 +1 +3.2％ 

社 会 福 祉 施 設  25  20 -5 -20.0％ 

旅 館 業  14  15 +1 -7.1％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
1 0 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和５年 10月末の休業４日以上の死傷者

数（新型コロナウイルス感染症に係る

疾病者を除く。）は図表のとおり、死亡

者数は１人、休業４日以上の死傷者数

は 180 人です。 

 死傷災害は全業種合計では、12人

（7.1％）の増加となり、先月までとは

一転、昨年より大幅増となっていま

す。 

 業種別では製造業・建設業・林業

が、事故の型では墜落・転落災害が大

幅に増加しています。 

 12 月は 1年の最終月です。年末の焦

りから災害が発生しやすい月と言われ

ています。 

 急いでいるときほど冷静に行動し、

トラブルが発生した際に反射的に行動

してしまい災害が発生しないよう、改

めて注意喚起していただくようお願い

いたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
1 1 月 号 



 
 

 

 

 

 

 

 

 年末年始無災害運動は、働く人たちが年末年始を無事故で過ごし、明るい新年を迎えることがで

きるよう、事業場等の取り組み促進を図る趣旨で、昭和 46 年から厚生労働省の後援のもと中央労

働災害防止協会が主唱する運動で、本年で 53 回目を迎えます。 

 年末年始は慌ただしい中での大掃除や機械設備の保守点検・再稼働等の作業が多くなるほか、物

流等の増加に伴う交通・荷役作業時の災害、積雪や凍結による転倒等の危険が増します。そのため

各事業場においては、非定常作業における安全確認の徹底、作業前点検の実施、作業手順や交通ル

ールの遵守、安全衛生保護具の点検の実施、感染症予防を含めた労働者の健康状態の確認などに全

員で取り組むことが一層重要となります。 

 皆で力を合わせて無事に一年を締めくくり、明るい新年を迎えられるよう、取り組みにご協力を

お願いいたします。 

 

 

異常発生時などの機械の停止を確実にお願いします！ 
 

 機械の掃除や点検などを行う際は、機械を停止したう

えで行うことが義務付けられています。 

 しかし、機械に物が詰まるなどの異常が発生し停止し

た際などに、反射的に手を入れてしまい、動き出した機

械に指や手を挟まれる災害が毎年多発しています。 

 このような災害は、巻き込まれた指や手が切断に至る

場合も多く、大型の機械であればそのまま全身が巻き込

まれ、死亡災害となる非常に危険な類型です。 

 特に年末年始などの繁忙期にトラブルが発生した場合は、人間特性として省略行動をとってしま

いがちであり、毎年全国で痛ましい事故が発生しています。 

 皆様が明るい新年を迎えられるよう、今一度社内で周知徹底をしていただき、このような災害が

１件たりとも発生しないよう、よろしくご協力をお願いいたします。 

令和５年度 年末年始無災害運動 

令和５年１２月１日～令和６年１月１５日 

「 健 康 と 安 全 で  幸 せ つ な ぐ 年 末 年 始 」 



 

  

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  193 1 208 +15 +7.8％ 

製 造 業  34  34 ±0 ±0.0％ 

建 設 業  21 1 31 +10 +47.6％ 

道路貨物運送業  11  8 -3 -27.3％ 

林 業  3  6 +3 +100.0％ 

小 売 業  35  36 +1 +2.9％ 

社 会 福 祉 施 設  30  21 -9 -30.0％ 

旅 館 業  14  20 +6 +42.9％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
1 1 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和５年 11月末の休業４日以上の死傷者

数（新型コロナウイルス感染症に係る

疾病者を除く。）は図表のとおり、死亡

者数は１人、休業４日以上の死傷者数

は 208 人です。 

 死傷災害は全業種合計では、15 人

（7.8％）の大幅増となっています。 

 業種別では建設業・林業・旅館業

が、事故の型では墜落・転落災害、交

通事故が大幅に増加しています。 

 令和５年の労働災害は昨年に比べ増

加する可能性が高く、過去 10 年で最悪

となる令和 3年の 247 件を超える可能

性もあります。 

 新型コロナウイルスの影響が薄れ経

済活動が活発になっていますが、その

中で労働災害の増加を食い止めること

が求められています。 

 令和６年の年間安全衛生管理計画を

作成いただき、目標を定め、そのため

に必要な災害防止策を講じていただく

ようよろしくお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和５年 
1 2 月 号 



 
 

 

 

 

 

 

 

 年末年始無災害運動は、働く人たちが年末年始を無事故で過ごし、明るい新年を迎えることがで

きるよう、事業場等の取り組み促進を図る趣旨で、昭和 46 年から厚生労働省の後援のもと中央労

働災害防止協会が主唱する運動で、本年で 53 回目を迎えます。 

 年末年始は慌ただしい中での大掃除や機械設備の保守点検・再稼働等の作業が多くなるほか、物

流等の増加に伴う交通・荷役作業時の災害、積雪や凍結による転倒等の危険が増します。そのため

各事業場においては、非定常作業における安全確認の徹底、作業前点検の実施、作業手順や交通ル

ールの遵守、安全衛生保護具の点検の実施、感染症予防を含めた労働者の健康状態の確認などに全

員で取り組むことが一層重要となります。 

 皆で力を合わせて無事に一年を締めくくり、明るい新年を迎えられるよう、取り組みにご協力を

お願いいたします。 

 

年間安全衛生管理計画の策定をお願いします 

 労働災害を防止するには、漫然と対策を行うのではなく、自社の業務内容に応じ、リスクの高い

災害類型を見つけ出し、効果的に対策を実施する必要があります（リスクアセスメント）。 

 また、このような対策を効果的に実施するには、１年間などの期間を区切り、昨年の実績や実施

中の対策・積み残した事項などを踏まえ、今年実施すべき事項をあらかじめ計画しておくことが重

要です（年間安全衛生管理計画）。 

 三重労働局では、大きく５つの区分に分けた年間安全衛生管理計画の様式を公開しており、一定

業種・一定規模等の事業場には策定・提出を依頼しています。 

 各事業主に置かれましては、趣旨をご理解いただき、策定・提出いただきますようよろしくお願

いいたします。 

 なお、一部業種の小規模事業場においては、計画の策定や対策の実施に当たり、中災防サポート

事業（無料）を利用することが可能ですので、ご活用ください。 

（年間安全衛生管理計画様式） 

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei.html#4_9 

（中災防サポート事業 HP） 

https://www.jisha.or.jp/chusho/support.html 

令和５年度 年末年始無災害運動 

令和５年１２月１日～令和６年１月１５日 

「 健 康 と 安 全 で  幸 せ つ な ぐ 年 末 年 始 」 

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei.html#4_9
https://www.jisha.or.jp/chusho/support.html


 

 

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  219 1 228 +9 +4.1％ 

製 造 業  37  37 ±0 ±0.0％ 

建 設 業  24 1 34 +10 +41.7％ 

道路貨物運送業  15  8 -7 -46.7％ 

林 業  4  6 +2 +50.0％ 

小 売 業  38  39 +1 +2.6％ 

社 会 福 祉 施 設  33  23 -10 -30.3％ 

旅 館 業  15  23 +8 +53.3％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
1 2 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和５年 12月末の休業４日以上の死傷者

数（新型コロナウイルス感染症に係る

疾病者を除く。）は図表のとおり、死亡

者数は１人、休業４日以上の死傷者数

は 228 人です。 

 死傷災害は全業種合計では、９人

（4.1％）の増となっています。 

 業種別では建設業・林業・旅館業

が、事故の型では墜落・転落災害、交

通事故が大幅に増加しています。 

 令和５年の労働災害は前年と比べ確

定値においても増加となる可能性が高

く、過去 10 年で最悪となる令和 3年の

247 件を超える可能性もあります。 

 伊勢労働基準監督署では、令和５年

の労働災害の速報値を踏まえ、令和６

年の労働災害を過去最少の 190 件未満

とすべく、令和６年も「死亡災害ゼ

ロ・アンダー190 伊勢」運動を展開

し、労働災害減少のための周知広報等

を行わせていただきます。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和６年 
１ 月 号 



伊勢労働基準監督署

労働災害による「死亡災害ゼロ」・「死傷者数190人未満」を目指して！

【重点対象災害】

墜落・転落災害

行動災害（転倒災害・腰痛災害等）

高年齢労働者による災害

【重点業種】

 建設業

 第三次産業

（特に旅館業、飲食業、社会福祉施設）



◆ 安全衛生情報トピックスの発信（毎月更新）

◆ 安全衛生管理計画による自主的安全衛生活動の促進

◆ 建設業を対象とした安全パトロールの開催

◆ 第三次産業を対象とした安全研修会の開催

◆ 墜落災害防止研修会の開催

◆ 行動災害防止研修会の開催

◆ 高齢労働者の体力・健康チェックの促進（全国労働衛生週間）

◆ FC.ISE-SHIMAとの連携による行動災害防止活動

伊勢労働基準監督署では、第14次労働災害防止計画（期間：令和５年～令和９年）に
より、死亡災害ゼロ、死傷者数190人を下回ることを目指して計画を推進していますが、
令和５年の労働災害は、死亡者数１人、死傷者数228人（令和５年12月末速報値）と
なっています。
そのため、特に労働災害が多い業種や労働災害の種類などの発生傾向を踏まえて重点

対象を定め、令和６年「死亡災害ゼロ・アンダー190伊勢」推進運動を展開します。

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/ise04.html

三重労働局ホームページ「伊勢労働基準監督署のお知らせコーナー」のご案内

管内の労働災害発生状況、独自の災害防止啓発資料などの
情報を発信しておりますので、ご活用ください。

主な取り組み

伊勢監督署 お知らせ 検索

https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/kantoku/ise04.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  230 1 237 +7 +3.0％ 

製 造 業  38  39 +1 +2.6％ 

建 設 業  25 1 36 +11 +44.0％ 

道路貨物運送業  15  8 -7 -46.7％ 

林 業  4  6 +2 +50.0％ 

小 売 業  44  41 -3 -6.8％ 

社 会 福 祉 施 設  33  23 -10 -30.3％ 

旅 館 業  16  23 +7 +43.8％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
１ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）における令

和５年の休業４日以上の死傷者数（新

型コロナウイルス感染症に係る疾病者

を除く。）は、令和６年１月末現在で図

表のとおり、死亡者数は１人、休業４

日以上の死傷者数は 237 人です。 

 死傷災害は全業種合計では、７人

（3.0％）の増となっています。 

 業種別では建設業・林業・旅館業

が、事故の型では墜落・転落災害、交

通事故が大幅に増加しています。 

 令和５年の労働災害は前年と比べ確

定値においても増加となる可能性が高

く、過去 10 年で最悪となる令和 3年の

247 件を超える可能性が高くなってい

ます。 

 伊勢労働基準監督署で過去５年間に

発生した墜落・転落災害の約４分の１

が梯子・脚立によるものです。 

 裏面にて注意事項をご案内しており

ますので、災害防止のため今一度ご確

認のうえ、対策をお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和６年 
２ 月 号 



 
 平成３０年から令和４年までの５年間で、墜

落・転落災害の発生原因となった起因物は、は

しご・脚立が最も多く、全体の約４分の１を占

めています。その７４％が骨折で、平均で４５

日間の休業に至っています。 
 はしご・脚立は構造上不安定になりやすく・

墜落等の危険が高いものです。そのため初めに、

はしご・脚立の使用自体を避けられないか検討

してください。 

 同様に、踏み台等を使用する際も、手すり付

きの踏み台など、より安全な設備を使用できな

いか検討してください。 

 

 はしご・脚立を使用する際

は、左記のポイントに注意す

るとともに、次葉以降の「チ

ェックリスト」を使用して、

安全対策が実施されているか

確認してください。 

 また、万が一墜落・転落した

場合に備えヘルメット（保護

帽）を必ず着用してください。 

 平成 27 年の調査では、頭部

を負傷した死亡災害のうち約

84%が墜落時保護用のヘルメ

ットを着用していませんでし

た。 

 保護帽には「墜落時保護用」

の区分の「型式検定合格標章」

が付いているか、今一度ご確

認をお願いいたします。 

はしご・
脚立, 50件, 
26%

階段, 40
件, 21%トラック

等, 29件, 
15%

その他, 74
件, 38%

墜落・転落災害（H30~R4）

起因物別発生件数



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年 休業４日以上の死傷災害発生状況 伊勢署】 
 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 前 年 比 

（ 死 傷 ） 死 亡 死 傷 死 亡 死 傷 

全 業 種  235 1 247 +12 +5.1％ 

製 造 業  39  39 ±0 ±0.0％ 

建 設 業  26 1 36 +10 +38.5％ 

道路貨物運送業  15  9 -6 -40.0％ 

林 業  4  7 +3 +75.0％ 

小 売 業  46  43 -3 -6.5％ 

社 会 福 祉 施 設  34  25 -9 -26.5％ 

旅 館 業  16  25 +9 +56.3％ 
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【全産業・事故の型別】

令和４年 令和５年

令和５年  労働災害発生状況 伊 勢 労 働 基 準 監 督 署 
２ 月 末 速 報 値 

 伊勢労働基準監督署管内（伊勢市、

鳥羽市、志摩市、度会郡）において令

和５年１月１日から 12月 31 日に発生

した、休業４日以上の死傷者数（新型

コロナウイルス感染症に係る疾病者を

除く。）は、令和６年２月末までに報告

されたもので、死亡者数は１人、休業

４日以上の死傷者数は 247 人でした。 

 業種別では建設業・林業・旅館業

が、事故の型では墜落・転落災害が大

幅に増加しています。 

 令和５年の労働災害は既に前年の確

定値を超え、令和 3年の 247 件を超え

過去 10 年で最悪となることがほぼ確

実です。 

 墜落・転落災害として最近よく発生

している事例と、とるべき対策や直近

の法改正で必要となった対策を裏面に

簡単にまとめました。 

 「自社には特別危険な場所はない」

と考えず、どのような業種においても

墜落・転落災害は発生することを念頭

においていただき、対策を講じていた

だくようお願いいたします。 
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【アンダー190伊勢 進捗状況】

令和４年 令和５年（速報値） 基準線（平成27年:過去最少） 単位：人

休 業 ４ 日 以 上 の 死 傷 者 数 
各 月 末 の 推 移 状 況 

単位：人 

令和６年 
３ 月 号 



 近年の墜落・転落災害は、足場などの特別な場所で

はなく、はしご・脚立、踏み台、車の荷台、階段など

のどこにでもある場所で発生しています。 
 墜落・転落災害といえば、建設業がまず思い浮かび

ますが、実際のところ、既に墜落・転落災害の発生件

数は第三次産業が約 4割を占めており、あらゆる業種

において対策をすべき災害類型となっています。 
 先月号でご案内したはしご・脚立からの墜落防止の

ほか、下記のようなどのような業種でも発生しうる災

害事例について、この機会に社内で対策ができている

か確認をお願いいたします。 
 
 

災害事例１ 
 高所の荷物を取ろうとして、踏み台に上っていたところ、荷物を

取った際にバランスを崩し、墜落した。 
 
災害事例２ 
 蛍光灯を取り換えようとしたが、脚立などが見当たらなかったた

め、机の上に椅子を置き、そのうえで蛍光灯を取り換えようとした

ところ、バランスを崩し墜落した。 
 

対策 
１ 危険な設備を絶対に使用しない 
 このような類型で最も危険なものは、そもそも人が乗ることを想定していない椅子などを使用

してしまい、墜落してしまうパターンです。どのような事業場においても、電球の取り換えなど

で高所作業を行うことがありうるかと思いますので、最低でも必要な高さの踏み台、はしご・脚

立を購入し、その保管場所を周知し、必ずこれらの設備を使用させてください。 

２ 作業方法に応じた適切な設備を使用する 
 高所での作業を行う際は、様々な設備の中から、作業に応じた適切な設備を用いることが重要

です。不適切な例としては、持ち運びが簡単だからと、小さく軽い踏み台を使用した結果、踏み

台の端を踏んでしまい、踏み台がひっくり返り墜落したなどのケースがあります。 
 使い勝手も考えながら、できるだけ安定したものや固定可能なもの、手すり・支えなどが付い

た体を支えやすいものを選定してください。 

３ 正しい使用方法を周知する 
 自宅で使用されている方が多い脚立でも、間違った使い方（脚立を跨ぐなど）をされている方

は意外と多いです。 
 正しい使用方法を学び、周知するため、マニュアル化のほか、設備にシールなどで禁止行為や

使用方法を張り付けるなどの方法も検討してください。 

製造業, 
30件, 
16%

建設業, 
53件, 
27%

運送業, 
12件, 6%

第三次産
業, 79件, 
41%

その他, 
19件, 
10%

墜落・転落災害（H30~R4）

業種物別発生件数


